
山地の林下に生える比較的少ない多年草。茎は高さ20-80cm、よく分枝して、基部は倒伏し、上部には葉

柄とともに下向きの屈毛と圧毛がある。葉身は幅2-8cmで、3全裂し、側小葉はさらに2深裂して、裂片は頂

小葉とともに数個の大きな鋸歯があり、表面および裏面脈上に粗い毛がある。花期は8-9月。花は淡紅色

から白色で、径約1cm。

3ヶ所で確認されていたが、シカの採食で多くは消失し

たが、わずかな生育が2019年に確認された。

生育地の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨

■ 国内分布

本州（山形県、宮城県以南）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

フウロソウ科

兵庫県ランク…コフウロ
環境省ランク… －Geranium  tripartitum  R.Knuth var. tripartitum


